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第２回 三木市多文化共生推進プラン策定検証委員会議事録 概要 

 

１ 開催日時 令和５年２月１日（水） 13：30～15：00 

 

２ 開催場所 三木市役所４階 特別会議室 

 

３ 出席委員 １３人（欠席委員：２人） 

 

４ 事務局 

 

市民生活部部長、市民協働課長、市民協働課多文化共生係 

 

５ 協議事項 

 

 

 

６ 議事録 

 

 

 

（１）三木市多文化共生推進プラン 骨子案 

（２）三木市施策体系と取組の方向について 

（３）三木市多文化共生推進プランの構成（章立て）（案） 

 

あいさつ 

○委員長挨拶 前回欠席委員の自己紹介 

○傍聴、会議録公開について 

○会議資料の確認 市議会（市民）への報告予定を説明 

 

 （１）三木市多文化共生推進プラン 骨子案について 

    三木市多文化共生推進プラン 骨子案 資料 1、２の説明（事務局） 

【質疑】 

委員長 

 

ありがとうございました。この骨子案なのですが、これについて、

ご意見をいただきたいと思います。 

お聞きしたいのですが、推進プランの骨子にＳＤＧｓをこれから入

れていくような感じですか。 

 

事務局 

 

「プランの位置づけ」のところに、ＳＤＧｓの取組の推進につなげ

るというような文章を入れたいと思います。 

「これらとともに多様性と包摂性のある社会の実現に向けたＳＤ

Ｇｓの取組の推進につなげる」という、そういった文言を加えたらど

うかと思っています。 

 

委員長 

 

入るのと入らないのとでは随分変わってくるとは思っているのと、

私は三木市独自のプランというのが出来たらすごく良いなと思うの

です。基本目標とか基本方針、理念には文言としては入らないのです

か。 

 

事務局  ＳＤＧｓの考え方を国自体が分野を問わず適用することとしてい
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 るので、全体に盛り込めたら良いのかなと思っています。 

実際に総合計画では、17 の項目のうちに、何個かピックアップしてあ

ったと思うので、多様性の推進等を推進プラン計画策定で取組めたら

と思います。 

 

委員長 

 

 ありがとうございます。兵庫県や姫路市などいろいろな市のプラン

に携わったのですが、何か独自のものが出たら良いなとすごく思うの

で。 

 

事務局 

 

 国のプランにもＳＤＧｓについて記載があり、兵庫県も「国に準じ

て」となっています。そういったものを参考にするつもりです。 

 

委員長 

 

 ありがとうございます。今からご意見をいただくのですが、基本目

標とか、方針とか、基本理念に関しては文言をいただいたら良いです

か。 

 

事務局 

 

基本的にはそれぞれの立場で、こういう視点を盛り込んではどうか

など、それぞれの経験も踏まえて、例えば、この基本目標や基本理念

というところに、もう少しこういう観点があったらどうだろうかな

ど、議論いただけると、私どもとしては、非常にありがたいと思って

おります。 

プランの期間や進行管理というのは事務処理上の話ですので、基本

的な考え方や理念、目的、そういったところに皆さまのお立場から意

見をいただければと考えております。 

 

事務局 

 

すこし気になるところは、「４ 地域活性化の推進やグローバル化

への対応」の２番目を「国際交流の推進」に変えています。グローバ

ル化という中で、例えば国内においても国際化が進展していくことか

ら、社会に対応する人材育成であるとか、そういったところで攻めた

いなと思って入れたのですが、他にご意見があったら、また参考にさ

せていただきたいと思っております。 

 

委員長 

 

ありがとうございます。他の行政だと、国際交流は国際交流協会の

ような団体に任せておこうというようなところもあるのですが。三木

市は大丈夫ですか。あまり触らないでくれと言われたりもするのです

が。 

 

事務局 

 

三木市は、姉妹都市交流などは主体が三木市で、協会のほうに委託

をするような立場におります。 
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委員 

 

市民の人にも見せるのであったら、言葉が難しすぎる。簡単な言葉

に直すか、注釈を付けたほうが良いと思います。例えば、「アイデンテ

ィティ」とかは、年配の方には分かりづらい。横文字とか、例えば、

６ページの３番の意識啓発のところの「多文化共生の意識啓発・醸成」

などは意味がすごく分かりにくい。全体的に何となく難しい言葉がた

くさん使ってあるので、もう少しやわらかいような表現にできません

か。 

 

委員長 

 

そうですね。「多文化共生の意識啓発・醸成」は少し難しい。 

委員 

 

５ページの基本目標３の２行目の「多様性と包摂性」とありますが、

「包摂性」の意味が分からない。 

それから、６ページの「生活支援」の５番なのですが、「子ども・子

育て及び福祉サービスの提供」、この意味がどうしても分からない。

「子ども・子育て及び福祉サービス」、どういうことなのでしょう。 

 

事務局 

 

子どもとか、子育てや福祉に関するサービスという意味ですが、これ

は国のプランの内容と同じです。資料３で説明しますが、意見をいた

だきながら三木市バージョンに砕いていく必要があるかと思ってい

ます。多様性とか包摂性については、注釈を入れましょうか？ 

 

事務局 

 

一般的な熟語の場合、どこが一般的でどこが特殊なのかという判断

が非常に難しいので、どれに注釈を入れるべきなのかなかなか難しい

のです。極力、かみ砕ける範囲のなかで、かみ砕いた表現にはさせて

いただきたいと思います。熟語のほうがイメージをしやすいという言

葉もあるかと思いますので、その辺りは事務局のほうでもう少し洗い

出しをさしていただければと思います 

 

委員 

 

３ページなのですけれども、下の段落のＰＤＣＡ、おそらくプラン、

何とか、アクションだと思うのですが、これは少し聞きなれない。企

業や行政の方はご存知だとは思うのですが。これはちょっと必要かな

と。 

 

事務局 

 

具体的にプランになったときは、こういったものは図示できると思

います。今は骨子案なので文章でまとめてしまっています。 

 

委員 

 

６ページの「生活支援」の１番に「教育機会の確保」とあります。

これは老若男女問わず、誰もが受けられる教育という意味合いで捉え
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てよいのですね。これは大人の人というイメージで見えがちなのです

が、「日本語教育の推進に関する法律」ですか、その中でいうと誰もが

受けられるのですよね。字だけみると生活に関わる日本語教育かな

と。 

 

事務局 

 

子どもの教育もあるし、大人の日本語教育もあります。「生活支援」

の「教育機会の確保」は、「就学状況の把握」など、ここは主に子ども

のことです。「教育機会の確保」の中に大人も子どももあって良いと思

うのですが、それをどのようにまとめるかということだと思います。 

 

委員長 

 

私の印象では子どもと大人は分けたほうが良いなとは思うのです

が。 

 

事務局 

 

今、委員長がおっしゃっているのは、「教育機会の確保」を、子ども

と大人と分けたほうが分かりやすいのではないかということでしょ

うか。全体的なことに関してではなく。 

 

委員長 

 

この「生活支援」のなかで、先ほどの意見のように、どっちがどっ

ちかなと思います。大人の日本語と、子どもが進路を保障されるとい

うことと、全然違うことなので。 

 

事務局 

 

「生活支援」の「教育機会の確保」が、「就学状況の把握」など、主

に子どものことで、１番の「コミュニケーション支援」のところは、

日本語教育に特化しています。 

 

事務局 

 

この骨子案である程度分かりやすいほうがイメージしやすいとい

うことのご意見ですよね。 

この「社会教育」とか「学校教育」とかいう言葉が良いのかどうか

は分からないのですが、一般的には「学校教育」というと子ども向け

の教育で「社会教育」というのは、成人かそれ以外の全てになるので。

「社会教育」、「学校教育」、それぞれの機会の確保ということが分かる

表現にするというのも一つ、手かなとは思うのですが。いかがですか。 

 

事務局 

 

「日本語教育」という一言でとっても、コミュニケーション支援の

部分になるのですが、大人の場合は当然コミュニケーション支援、生

活支援の部分も多いのです。子どもの教育の場合、単純に日本語教育

の場合と、大きい問題は、進路指導・キャリア教育があります。 

そういう中で、１番の「コミュニケーション支援」と２番の「生活

支援」に教育の分野が少しまたがってしまっているので、明確に分類
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して載せるというのはなかなか難しいので大きくまとめるような表

現で「教育機会の確保」としています。 

あえて「～向け」と書いていないのも、それが理由です。それが分

かりにくいのであれば、ある程度絞り込む作業も必要かと思います

し、それをどこまで絞り込むのかというところが少し難しいところか

なと思います。 

 

委員 

 

理念のついた話ですから、大雑把が良いです。大きく包含するほう

が。細かいところは目標であったり、施策のところは後で出てくるの

で、そこで入れていけば良い。理念を細かくしてしまうと、理念がご

ちゃごちゃになってしまい、逆にそれに縛られてしまうので、理念は

包括的に誰が見ても分かりやすくするのが原則かと思います。 

 

事務局 

 

今のご意見に乗って言えば、「日本語教育・生活オリエンテーショ

ン」も、大人向け、子ども向けということをあえて絞らず、「教育機会

の確保」もそういう意味ではこの表記もアリなのかなと思いますが、

この点についても皆さんのご意見があれば。 

 

副委員長 

 

基本理念ですので、あまり具体的にならない方が良いというのは私

も同感です。特に「生活支援」の中の「教育機会の確保」は、三木市

の場合は外国籍の大人もそうですが、非常に多様な状況に置かれてい

る子どもが多いです。中には発達障がい、日本語の支援が必要な子ど

ももいるということなので、ここの文言としては、「ニーズに応じた教

育機会の確保」としてはどうでしょうか。 

人によって皆、教育ニーズが違うわけで、大人が必要としている教

育的なニーズと、発達障がいのある外国籍の子どものニーズというの

は全然違うわけです。これは教育委員会の分野でもあるかと思うので

すが、プランの中には、やはり日本人にも保障されているあらゆる教

育ニーズに対応していく、外国人住民にも教育を保障していきますよ

というところを、もう少し分かりやすく書けたらと思います。 

 

事務局 

 

国のプランを見る限り、１番の「コミュニケーション支援」は、大

人の日本語教育の推進の関係で、「生活支援」のほうは、就学とか、子

どもとか、子どもの成長に合った教育という表記ですね。ただ、そこ

に大人が入ってもよいと思います。 

 

副委員長 

 

もちろん。だから、生涯教育として高齢者大学も三木にあるわけで

すから、外国籍のご高齢の方ももちろん学ぶ機会というのは保障され

ないといけないという意味です。 
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事務局 

 

今の副委員長のご意見というのは、あえてここに対象を書き込んで

明示するのではなくて、必要とされる教育機会を確保していきましょ

うという方針、方向性ということですよね、それがニーズに応じて、

ということですね。 

 

委員長 

 

ありがとうございます。 

委員 

 

医療でも、割とまとめています。例えば、医療でも５疾病５事業と

いうのがあって、５事業の中に周産期医療とか、災害医療とか、色々

ありますが、この第８期の医療計画では５疾病６事業となっているん

ですね。感染症対策、新興感染症対策。それをいちいち、色々書く必

要がないですよね。だから、医療についてやれば、そこはそこでずっ

と話が進んでいくというようなことですから、それでいいと。 

 

委員 

 

４番の「地域活性化の推進やグローバル化への対応」の１番ですが、

「外国人住民との連携・協働による地域活性化の推進・グローバル化

への対応」、これは３つあるのかなと思ってしまう。中点が２つあるの

に少し違和感を覚えてしまいました。 

 

委員長 

 

文言が長いですよね。 

他にいかがでしょうか。 

 

委員 

 

「生活支援」の３番のところですね。「緊急時・災害時の支援体制の

整備」です。今はまだ何も考えられていない状況ですね。 

待てる内容と、先にしないといけない内容もある。その前に外国の

方はどこで何をして良いのか分からない。日本人の方でもきちんと分

からない方がいるので、大事なところだと思うんです。 

 

事務局 

 

骨子は骨組みだけですので、中身にまだ全然触れていません。 

その中身についても、今後、行政ができること、地域の方に協力い

ただくこと、団体と一緒にすること、主体をどうするか、どう進める

かというのは、今後施策を展開するなかで、ご意見を聞きながらした

いと思っています。 

資料３はもう少し詳しく落とし込んでいて、それを全部項目だしす

るのか、まとめるのか、書き方も今からご相談したいところです。 

 

委員長 

 

この資料３、落とし込んでいただいたものをご説明していただきた

いなと思うのですが、その前に気になるのが、基本目標も基本方針も、
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「支援」という言葉が続くので。もう少しウィンウィンで進めていけ

るような文言にできたら良いなと個人的に考えています。「基本目標」

のところで、「コミュニケーション支援」、「生活支援」と日本人が助け

ているみたいなところが気になります。何かもうちょっと「コミュニ

ケーションの促進」だとか文言を変えてはどうですか。 

 

委員 

 

基本方針は国が出した骨子ですから、それは適当にモディファイし

ても良いと思います。でも、やはりこの４つの柱というのは入れてお

かないといけないのではないですか。全然違う項目をつくるというこ

とは、よろしくはないと思います。やはり国の中で、変えられる部分

は変えて良いですよというかたちになると思います。 

 

委員長 

 

文言を修正するくらいは良いですよね。 

委員 

 

「支援」は皆統一して「支援」で、「コミュニケーション」というの

はあくまで言語を中心としたコミュニケーションが主で、「生活支援」

というのは実際の教育も含めて、活動、生活するという意味での支援

という意味だと理解することで、齟齬はないと思うのですが。 

 

委員長 

 

そうですか。私の感じではバランスを保ちたいなと思いました。外

国人の人がいて、私たちがいて、支援する、助けるということが普通

かもしれないけれども、本当に普通に生活していて当たり前、もちろ

ん支援は必要かもしれないですけど、少し上からの文言かなと思いま

した。何かウィンウィンになるような文言が良いと思っています。 

 

事務局 

 

基本目標の１、基本目標の２のところ、例えば「コミュニケーショ

ン支援の充実」の「支援」とか、基本目標２の「生活支援」について

はもう少し考えてみます。基本方針については、国のプランを参考に

しているのですが、これも全部見直した方が良いでしょうか。 

 

委員長 

 

姫路市をやったときは結構変えていて、姫路市はあまり変えたくな

かったのですが、変えなくて良いなら何もやらなくていいと。 

 

委員 

 

変える意味合いが、あまり理解できないですね。それが、問題があ

るのであれば、その表現の仕方が問題であるならば、変えれば良いの

ですけど。この「支援をする」ということは、住民に対して、「これこ

れしましょうね」という、それはある意味、言葉が分からないという

生活弱者であるわけです。あるいは違った環境にいるという。やっぱ

り生活弱者であるわけだから、それはみんなで支えましょうという意
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味での支援ですから、何も齟齬があるとか、上からとか、そういう意

味合いでは全然ない。 

 

副委員長 

 

私も委員長からの指摘があるまでボヤっとみていたのですが、やは

りこの「支援」という言葉を使うと、「支援する人」と「支援される人」

というのをどうしてもイメージさせてしまいます。この「多文化共

生」、「共生」というのは全く対等で、文化の違う背景を持つ方々が共

に生きていくというイメージからすると、「支援」という言葉を国では

普通に使っているのでしょうけれども、もう少しより適切な言葉にし

たほうが良いような気がしています。国はかなり前面にこれを押し出

しているのですか。 

 

事務局 

 

国はこういう文言で表現しています。立ち位置の違いというのがあ

るかと思うのですが、行政がすべきことは何かとなると、支援体制の

整備だったり、体制整備を「支援」するとなります。 

今回三木市で考えているのは、市民も企業・団体も含めてというの

であれば、「支援」ばかりという状況が良いのかということはこの場の

議論の通りだと思います。 

例えばこれはあくまで一つの例ですが、基本目標のところというの

は、「支援」よりも、もっと「共生」や、お互いが助け合うというよう

なところを打ち出したような文言であるべきかと思うのですが、一方

で基本方針、実際にアクションとしてやっていくところの部分に関し

ては、今、委員が言われるように、実際にやることが「支援」という

ことなのであれば、「支援」という言葉の方が分かりやすいのではない

かなと思います。 

ですので、全部、「支援」を削るというよりも、どこに「支援」とい

う言葉を使う必要があるのか、使い分けをさせていただくのが良いと

思っているのですが、いかがでしょうか。 

 

委員 

 

「支援」という言葉が、日本語で言うと「支援」という言葉ですけ

ど、例えば「サポーター」、認知症サポーターとか色々あるでしょ。サ

ポートするというのも支援することですから言い方だけではないと

思うのです。例えば、オレンジ色のベルトしている認知症サポーター

が認知症の人を助けている、言うならば、何も「支援する」という言

葉が、その言葉にこだわる必要はないのではないと。むしろこだわっ

ていること自体が共生を妨げると思いますけど。 

 

委員長 

 

私は「生活支援」のところで、例えば「教育機会の確保」の子ども

の進路保障で、今は高校進学などは当たり前のことじゃないですか。
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考え方としても、こういう状況があって当たり前なので、それを「支

援」という言葉を使うのはどうなのかなと。こういう状況をめざして

いますよね。「教育環境の確保」「働きやすい環境づくり」と。それが

あって、普通に日本人ではそれが当たり前にできているけど、外国人

はできていないと。社会的弱者というのかもしれませんが、そこのパ

ワーバランスを上手くとれるような文言があれば良いかなと思いま

した。 

「コミュニケーションの促進」とか、そんな言葉で良いと思うので

すが、必ずしも国の方針に従う必要はないなと。 

 

事務局 

 

例えば、今言われたように、「コミュニケーションの推進」「促進」

であるとか、「安全安心で暮らせる地域づくり」であるとか、そういう

ふうにもう少し考えますか。 

表現だけで、内容が変わらなければそれはそれで良いと思うのです

が、三木市バージョンに、皆さんのご意見を参考に検討します。 

 

委員長 

 

はい、ありがとうございます。 

事務局 

 

事務局の想いとしては、委員長がおっしゃったような普通の社会を

めざしたいということで、先ほど申し上げたように基本目標のところ

が、「支援」ばかりになるのは違うのかなと。ただ、そこをめざすとい

うのと、現状認識との間を埋める作業で、施策というところについて

は、やはり、一定「支援」という言葉が出てくるというのは、仕方が

ないのかなと考えております。 

委員の言われたサポート、支援というところの必要な部分に関して

は明確に打ち出すべきだと考え、事務局としてはこの表現にしていま

すので、少し一度検討させてください。 

 

委員長 

 

もちろんです。ありがとうございます。 

委員 

 

「グローバル化への対応」のところで下に「国際交流の推進」とあ

ります。「グローバル化」と「国際化」という言葉、ちょっと意味が違

う。「グローバル化」は国で勝手に起こってしまって、モノや人が動く

というのがグローバル化で、「国際化」というのは、あくまでも国と国

が残ったまま交流を続けるというようなことがあって、「地域活性化

の推進」と「グローバル化」はちょっと続かないなと思ったこと。 

それから外国人が主体で多文化共生が進んでも良いなと私は思っ

ていまして、実際ここに、地に足を付けていらっしゃる外国人の方も

いらっしゃいますので、外国人住民の人材育成、発掘ということもこ
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のグローバル化の中に入れたら、対等に共にという意味合いが残って

くるんじゃないかなと思った次第です。 

 

事務局 

 

資料３に書いてありますので、この説明をさせていただきます。 

 

（２）三木市施策体系と取組の方向について  

   資料３、４の説明（事務局） 

【質疑】 

  

委員長 

 

ご説明ありがとうございます。ご意見ございましたらお願いいたし

ます。 

すごく項目が多いですね。「生活支援」だったら、１から 11 とか。

多すぎたりしませんか。本当にアクションプランでいっぱいしないと

いけないから少し整理したほうが。 

 

事務局 

 

どれを活かしていって、どれを削るのかとか、もう少し他の項目を

入れ込んでいくのかというのは、これは別に先の話になります。全部

入れたかったら、入れられるような文言に変えたいと思っています。 

骨子の下にこういうことを想定していますのでこれを参考に、骨子

を考えいただければと思います。 

 

委員 

 

施策がより具体的に、こういう項目がたくさんあったほうが良いと

思います。それぞれの目標を設定できるから、達成状況は後で判断し

やすい。そこを一緒にしてしまうと、その中で何ができて何ができな

かったかがはっきりしないので。理念は大まかでいいけど、施策は具

体的なほうが良いのでは。 

 

委員 

 

現時点で事務局の方で、三木市は達成しているからいらないという

項目があれば教えていただいても良いですか。 

 

事務局 

 

例えば、三木市では２年前から相談窓口を開設していますので、設

置ではなくて体制を充実、発展させていくような文言に変えていきた

いと思っています。 

 

委員 達成しているものがあれば、先に消したほうが良いのかなと。 

 

 

ＰＴＡや自治会も一応経験しているのですが、基本方針４の「地域

活性化の推進やグローバル化への対応」のところで、外国人の方には

自治会として、して欲しい事を言うけれども、実際には一緒に活動を
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出来ていないと思うのです。 

ＰＴＡでも、ＰＴＡ会員ではあるけれども、ＰＴＡ役員には選ばれ

ないような空気になっている現状があるので、この４番の②の「地域

活性化の推進」の前に、「外国人住民との」と入れるとより分かりやす

いと思いました。 

 

事務局 

 

その内容は、基本方針３の（２）「外国人住民の社会参画支援」にま

とめられると思います。この委員会にも外国人住民の意見を反映でき

ればと委員に参加いただいています。外国人住民の意見を市政に反映

できる、そういった意見を地域に反映できるような仕組みづくりとい

うのが、社会参画支援じゃないかと思います。 

例えば外国人住民の地域の参加でれば、今言われた自治会やＰＴ

Ａ、あと商店街の活動や消防団とか、色んなところに参画してもらえ

るような参画支援が必要かと。意識啓発と社会参画支援というのはそ

こじゃないかと思っています。 

 

委員 

 

ＰＴＡ活動に外国人父兄が入りやすい環境をつくると学校教育の

ところに入れたらいいのですよ。はっきりと。子どもの教育のところ

へ入れれば言われている問題は、社会参画ではなく学校でも外国人住

民がＰＴＡ活動に参加しやすくなる。「教育機会の確保」にＰＴＡへの

積極的参加を推進すると入れれば、目標がそれではっきりしますよ。 

細かく目標を設定したほうが、後でＰＤＣＡをやるにしても、進行

管理がしやすいし、頑張るということが指標になりますので。 

 

委員 

 

基本方針２の施策の４番目の医療の②なのですが、「医療機関にお

ける文書等の多言語化」は、すでに厚生労働省のほうがかなりの数で

出しています。これを施策として多言語化にするということよりも、

それを、その情報を上手く活用するというほうが良いような気もしま

す。 

 

委員 

 

そういうフォーマットがあれば、それを利用すれば良いと思うので

す。アラビア語であっても、日本語も一緒に書いてあれば、チェック

入れられるというね。 

 

事務局 

 

資料３につきましては、まだまだ絞り込みが必要で、文言や内容の

検討が必要です。また先ほどご意見あったように、すでに達成できて

いる、もしくは不要と思われるようなものにつきましては、事務局の

ほうで整理して、また提供させていただきたいと思います。 

今この資料３につきましては、先ほど申し上げたように、この施策
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の体系をイメージしてもらうための細目として見ていただけたらと

思っておりますので、細かい内容、これ自体につきましては、今後の

議題とさせていただきたいと思っております。 

 

委員 

 

２の「生活支援」の中の（５）について、子ども・子育てというの

は、わざわざ入れなくても福祉サービスの提供だけでも、良いのでは

ないかなと思ったんです。これは子どもも大人も含めての福祉サービ

スは、介護保険もだんだん利用する人とかも出てくるはずだから、福

祉サービスの提供でも良いのではないかなと思ったのですが、いかが

でしょうか。 

 

委員 

 

やっぱり「子ども」の文言は入れた方が良いと思います。例えば、

医療でも、５疾病５事業の中に、周産期医療とか乳児医療、それとへ

き地医療、災害医療、救急医療そういう事業があって、その中には周

産期も乳児も別々にあるのです。やっぱり「子ども」というのを出す、

「子育て」というのを出す、それでアピールする力が全然違うと思う。 

子どもを社会で育てましょうと、子育てを支援するという意味で文

言があるとアピールは強いと思います。 

 

事務局 

 

国の行っている行政施策も「子ども・子育て」関係のものが今まで

極端に弱かったというのが事実としてあるので、あえてアピールとし

て挙げてあると。こういうような意図だと思います。委員がおっしゃ

っているのは、「子ども・子育て」というのが分かりにくいということ

なのかなと思うのですが、私どもも「子ども・子育て」は出しておき

たいというのが事務局の想いとしてはあります。 

 

委員 

 

 

「子育て」は、子育てをしている親のことで、子どもと、子育てを

する世代という、親という意味で、「子ども・子育て」で十分に分かり

ます。だって子育てをする親が一番大変やからそこを支援しましょう

という話ですから。 

 

事務局 

 

基本方針２の基本施策の４番とか５番というのは、外国人住民にも

分かりやすい医療とか、保健とか、福祉とか、子育てとか、そういっ

たサービスの提供を充実させたいという意味なんです。きちっと項目

を分けたほうが書きやすいかもしれないので、委員の言われるよう

に、分かりやすい表現を検討します。 

 

委員長 

 

ありがとうございます。細かい決定はまたこれから進めていくとい

うことで。 
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事務局 

 

この骨子案に関して、２月中旬までには修正をします。「支援」に関

する文言を修正して、また各委員に送付しますので確認いただきます

ようご協力をお願いいたします。 

  

委員長 

 

はい、ありがとうございます。 

では、次に議事３に移ってもよろしいでしょうか。三木市多文化共

生推進プランの構成について、資料５ですね。 

 

 

（３）三木市多文化共生推進プランの構成について、 

資料５の説明（事務局） 

【質疑】 

委員長 

 

ありがとうございます。これを出版するのはずっと後ですよね。来

年とかですか。 

 

事務局 

 

令和５年度終わってから、令和５年度末ですね。 

委員長 

 

これに関して、何かご意見ございますでしょうか。 

私が気になっているのは、ＫＰＩって、設定されるんですか。結構

しているところは少ないかなと思いますけれども。 

 

事務局 

 

総合計画だったら、満足度調査みたいな感じでアンケートを取った

ＫＰＩを持っています。どういうふうに目標を持たせるか、数字で測

れるものばかりではないので検討中です。 

 

委員長 

 

そうです。プランであんまり数値化しなくても良いかなと思うので

すが、求められていると考えても良いですか。 

 

事務局 

 

ＫＰＩについては、庁内委員会で意見が出ました。ＫＰＩという、

インジケーターですので、通常数値目標と考えるんですけれども、そ

れが良いのか悪いのかということも含めて、やっぱり検討させていた

だきたいと。 

 

委員長 

 

すべて定量化できるものではないので。そこは賛成です。 

 

委員 

 

骨子案の中に「外国籍住民」、「外国人住民」、「外国人市民」と３種

類が動いています。私が気になるのは、日本国籍を有する外国育ちの

子どもたち、その子たちはやはり教育現場においても生活においても
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非常に困った場合もありますので、「外国にルーツがある」とか、「外

国につながる子ども」とか、そういう書きぶりにしてあって、間口を

広く扱っているようなことがありあります。この３種類が動くのがち

ょっと気になっているところです。 

 

事務局 

 

三木市では、とりあえず「外国人住民」で統一できたらと思ってい

ます。プランにおける用語の定義を掲載したいと思っています。 

 

委員 

 

法務省かなんかで「外国人とは、日本に国籍を有さないもの」と明

記されています。そうしてしまうと、本当に「外国人」だけになって

しまうと。 

 

事務局 

 

ここでいう外国人住民とは、こんな方ですよ、という注釈が必要だ

というのは、前回提案いただきましたので、プランにおける用語の定

義を掲載したいと思っています。 

 

委員長 

 

はい、ありがとうございます。 

ご意見がないようですので、事務局に進行を返したいと思います。 

 

事務局 

 

ありがとうございます。本日の会議につきましては以上となります

ので本来であれば、ここで骨子案がとれれば、そのまま公開をさせて

いただいて定めさせていただくという流れで考えておりましたが、先

ほど申し上げたように骨子案のほうは再度調整をいたしまして、また

皆さまにお諮りをしたいと思います。 

本来であれば、この会議を持って今年度内の会議は終了という予定

ではございましたが、最終の骨子をご確認いただくのに、一旦、郵送

させていただきまして、皆さまからの意見を徴収させていただきたい

と思います。再度お集まり頂くべきところではありますが、委員長一

任にしていただくとか、誰かに責任をもって最終確認していただくの

はどうでしょう。 

 

委員長 

 

はい、それで良いと思います。 

事務局 

 

ご賛同いただけるのであれば、まず皆さまには送らせていただきま

して、意見の聴取をさせていただいたうえで、それをもとに委員長と、

また調整をさせていただき最終決定の上、皆さまにもご説明とお知ら

せをさせていただくという方向でよろしいでしょうか。 

 

 異議なしの声 
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委員長 

 

ありがとうございます。 

次の委員会の日程というのは。 

 

事務局 

 

次の委員会につきましては、来年度の順調にいけば２回程度という

ことで考えています。 

まず、第３回の委員会の開催時期というのは８月頃を検討しており

ます。次回提示させていただくのは、この骨子を基につくりました素

案です。また、そこに至るまでに期間があきますので、委員長をはじ

め皆様にご相談をさせていただきながら、書面での資料の確認やご意

見を伺うなど、お願いをすることになると思いますのでよろしくお願

いいたします。 

日程につきましては、まだ先のことでもありますので、改めて調整

をさせていただきます。委員の皆さまにおかれましては、お忙しいと

ころ誠に恐縮ではございますが、ご協力をよろしくお願いいたしま

す。私からは以上です。 

無ければ、閉会のご挨拶のほう、副委員長よろしくお願いいたしま

す。 

 

 

７ 閉会 

今後のスケジュール 

次年度に２回程度開催 

次回の策定協議会の開催日は 2023 年 8 月を予定 

 〇副委員長挨拶 

 


